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序

史跡国泰寺跡は、近世東蝦夷地の歴史を伝える道内でも数少ない文化財で、昭和48年

10月29日に国の史跡に指定されました。昭和60年の本堂及び庫裡・住宅の改築により景

観の変化は見たものの、境内はよく当時の仲まいを残しており、観光客による賑わいを

見せています。

平成4年から史跡整備に関わる委員会を組織し、管理や整備についての基本方針が示

されており、その報告を基に昨年度から発掘調査を実施しております。

昨年度の調査では、調査区域が現境内地の隣接地ということもあって、直接国泰寺に

関わる遺構は検出されませんでしたが、 4000点を越える陶磁器類などの遺物や道路に付

随すると見られる溝状遺構が確認され、幕末から明治期にかけての貴重な資料を得るこ

とができました。

今年度は、境内地内における溝状遺構の延長部分の調査を中心に実施し、境内地の範

囲を推定する遺構が確認されました。今後も境内地の調査を継続し、国泰寺跡の史跡整

備を実施していく所存でありますので、一層のご支援ご協力を賜りますよう、お願い申

し上げます。

なお、この事業を実施する上で、多大なご指導ご助言をいただいた諸機関・諸氏に対

しまして、深く感謝の意を表する次第であります。

平成12年3月

厚岸町教育委員会教育長ノj、里子ミ宇穿壬桔討
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1.本書は、史跡国泰寺跡保存整備計画に基づく遺構確認調査の概要報告書である。

例

2.発掘調査は、平成11年6月29日から7月27日にかけて実施し、引き続き平成12年3月31日まで

整理作業を行った。

教育長 小野寺英樹

生涯学習課長 板橋正樹

海事記念館館長 湯浅哲人

管理指導係長 阿部勝治

文化財係主事 小林彰

学芸員 熊崎農夫博

釧路市埋蔵文化財調査センタ一所長補佐 西幸隆

飯島聡、武田真樹(北海道教育大学教育学部釧路校)

小林吉男、宮原美代子(教育委員会)

川村哲司、北本浩之、須見伸一、布川将人、涌井令子、渡辺裕子

3.調査体制は次のとおりである。

調査主体者 厚岸町教育委員会

事務局

調査担当者

調査指導者

調査参加者

員業作

4.本書の編集、執筆、写真撮影は調査担当者があたった。

5.調査、整理作業にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導ご協力をいただいた。

文化庁、北海道教育委員会、北海道教育庁釧路教育局、郵11路市埋蔵文化財調査センター

釧路市立博物館

松浦暢道(国泰寺住職〉、佐藤宥紹、員壁智誠

6.調査によって得られた資料、諸記録は厚岸町教育委員会が保管する。
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国泰寺の位置図1



1 .調査の目的

1.調査の目的‘

史跡「国泰寺跡Jは、厚岸町湾月町1丁目に所在し、昭和48年10月29日に国の史跡に指定された。

その後、老朽化した本堂・庫裡の改築工事の決定を機に、かつての国泰寺の位置を明らかにするた

めの発掘調査が昭和59年に行われ、約 500点の遺物と礎石及び配石遺構が検出された。

その後、史跡の一部公有地化を契機に平成4.5年に保存管理計画を策定し、引き続き保存整備

基本計画の策定により史跡地の整備方針が定まった。

それを受けて整備に先立つ遺構確認及ひe範囲確認調査を平成10年度に実施し、約4000点の造物と

溝状遺構を検出した。今回の調査は、昨年度に引き続き溝状遺構の延長部分及び門柱跡の確認を目

的として、史跡の現状変更の許可を得て当該地の発掘調査を実施することとなった。

1I.調査の内容

1.地形と現況

国泰寺の境内は、標高3--4m前後の低地平坦面と沢側に約1mの段差を持つ標高5--7m前後

の平坦面の二面からなっており、前者は創建以降の本堂が建て替えられたとみられる場所で、昭和

59年の発掘調査で配石遺構や礎石が確認されている。また後者には現本堂・庫裡が建てられている。

今回の調査区域は、現境内地の北西側の標高3--4mの平坦地であり、仏牙舎利塔の裏側から海

側にかけての部分で、北東側は側講によって区切られており、南東側には小砂利を敷きつめた散策

路が通っている。戦後境内地の整備のために盛土したと言われているが、位置や高さについては不

明確である。

2.調査区域と調査方法

グリッド設定にあたっては、町道湾月町横1の通りを基準とした昨年度の5mX5mの小発掘区

を延長して、発掘区をカバーすることとした。小発掘区は、北西から南東方向へA-..Jライン、北

東から南西方向へ10--16ラインを設け、北西岡の杭を基準としてAlO、 Al1.・・グリッドと呼称

した(図3)。

当該地区は、昨年度の発掘調査で検出された溝状遺構の延長線上にあたり、溝状遺構の検出が予

想されたが、境内地に植えられた種々の樹木に遮られ面的に追求する事が困難な状況で、短期間の

調査ということで北西~南東方向に幅約1mのトレンチを数カ所設定することとした。

当初Fl1-..Hllグリッドに長さ10m、CI2-..J12グリッドに35m、D13--113グリッドに25m、
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国泰寺周辺の現況と調査区域図2
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F14.-...-H14グリッド1こ10mのトレンチを設定したが、 G12・13グリッド交点に藤棚があり、それを

避けての掘削となった(図3)。

調査区の表面については、昭和59年度の土層断面図を参考に約50岨を重機で除去する予定であっ

たが、思いのほか盛土が厚く 1m以上の箇所もあったので、昨年のI層にあたる直上まで重機で上

面を剥取し、その後手作業で慎重に掘り進めた。

発掘調査は昨年同様沢水の流入に悩まされ、その除去に多くの日数を要し一部調査ができない部

分もあったが、最終的な調査面積は約1l0rri'であった。

遺構及び、遺物については、 1120の図面に出土位置、レベル、種別等を記録し取り上げた。盛土及

び撹乱部分の遺物はグリッドごとに一括して取り上げた。

写真撮影は、主要な遺構・遺物、調査状況、遺跡風景等をモノクローム、カラー、リバーサルフ

ィルムにて適宜実施した。

遺構確認、後、重機により埋め戻しを行った。

3.層位

調査区域内における層序は、人為的撹乱が多く各区により一定ではなかったので、ここではF12 

'" H 12グリッドについて概説する。

地表面から50.......60cmの厚さで小礁を含む灰褐色土、その下に部分的に10cm程度の厚さの黄褐色土

と約5cmの厚さの極暗褐色土、さらにその下に約20c皿の厚さで暗褐色土が検出された。この下層の

土色が昨年度検出した I層と類似していたが、遺物により戦後の整地による二次堆積土であること

が判明した。さらにその下の層を確認したところ、 5"""'10cmの厚さで灰褐色士、その下に約5咽の

厚さで黒褐色土、その下層に暗褐色土が堆積していたが、一部灰黄褐色を呈する部分も見受けられ

た。最下層は色調より昨年度の I層に該当すると思われる。

各トレンチについても二次堆積土が厚く堆積しており、その下層は若干の変化はあるものの前述

の層位が検出されている。この二次堆積土は、昭和30"""'40年代に道路改良工事による残土を搬入し

たものである。

4 .遺構

今回の調査では、国泰寺に直接関わる遺構は検出されなかったが、 GlO"""'12グリッドで溝状遺構

及び土留め板を検出した(図4)。溝状遺構は長さ約9m、幅90.......120畑、深さ20.......40咽で北東側

は境内地を区切る側溝によって切られおり、南西側のG12ラインを中心として土留め板が検出され

た。板は長さ 230畑、幅60咽の溝の両側にあり、長さ90.......130畑、厚さ 5.......7咽のものが2.......3枚

連続して縦に入れられており、板を固定するために径5.......8咽の杭が北西側に5本、南東側に4本

打たれていた。土留め板及び杭の材質はオンコ(イチイ)であり、腐食に強い樹種を選んだものと

思われる。

土留め板より70咽南西側に径約30咽の偏平な石1個と更にその南に20岨程度の偏平な石が2個出

土した。また、 G14グリッドでも径30個程度の偏平な石2個が確認され、位置的に溝状遺構と連続

する可能性を示唆している。

Fllグリッドでは、溝状遺構より 370佃北西側に径10.......20咽の偏平な石8点が集中して検出され、

-5-
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さらにその南西側のF12グリッドからも同様の石が検出された。これらの石の下からは水が染みだ

しており、その下部を確認することはできなかった。

溝状遺構の構築時期は、溝底部の遺物より明治期以降の可能性が高い。

5.遺物

今年度の調査で出土した遺物は 903点であり、陶磁器類、古銭、金属製品、ガラス製品、木製品、

石製品、土製品、動物遺体等であるが、その5割が陶磁器類、 3割がガラス製品であった(表 1)。

陶磁器類には、碗・皿・徳利・猪口・湯呑み・鉢・揺鉢・聾・井・土瓶・仏花瓶などがある。い

ずれも破片で完形のものは少なかったが、大部分は近・現代のものである。

近世・近代と思われるものの中で、碗は染付磁器の飯茶碗が数個体出土している(写真1-1---

4， 6'---10) 0 1は、口径 9.1cm、高さ 5c皿、高台径 4.1cmである。他は口径等明確ではなかった

が、瀬戸・美濃系と肥前系が出土している。蓋は、口径 9.6畑、高さ 2.7畑、高台径 3.9咽のもの

が1点出土している(写真1-5) 0 皿は陶器の小皿(写真1-II ---13)、磁器の中・大皿(写真

1 -14---16)と所謂三平皿(写真2-1---5)が出土している。 IIは口径11.5畑、高さ 2.7畑、高

台径 6.1cm、12は口径11.0叩、高さ 2.5畑、高台径 5.3cm、13は口径10.6個、高さ 2.4畑、高台径

5.0cmで見込みに蛇の目軸はぎが見られる。磁器の皿は絵柄が昨年度出土のものに類似しているが、

接合するものはなかった。三平皿はlが口径14.6cm、高さ 4.2個、高台径 8.9叩である。 2---5は

岐車県駄知窯産である。徳利は通い徳利と嫡徳利が出土しているが、全て破片である(写真2-6， 

7)。揺鉢は7個体分が出土しているが、陶器で鉄軸が掛けられ櫛描きは密なものが多い(写真2

-10---14)。蜜は斗聾が3個体分と破片十数点が出土しているが、欠損部分が多く完形には至らな

かった(写真3-1---3)。他に土瓶・段重・盃等が出土しているが破片である。

金属製品には鉄製品と銅製品が出土している。鉄製品は、釘、船釘、銭、鎌が出土してし喝。釘

は角釘で4"" 15咽のものが6点、船釘は8---16咽のものが3点出土している(写真3-4---8)。

鑓は長さ19咽で断面長方形のものが2点出土している。

銅製品はキセルの雁首と吸口(写真3-II ---12)、炉せん、小鈎等であり明治期以降のものと恩

われる。古銭は、寛永通宝が1枚と 1銭銀貨1枚が出土している(表2、写真3-9， 10) 0 寛永

ガラス製品は、ビール瓶、ワイン瓶、ー升瓶、薬瓶等の瓶類が大半を占めている。中でもビール

瓶とー升瓶が多く見られる。

以上が遺物の概略であるが、陶磁器類については次年度鑑定を行う予定である。

-9-



¥¥  点 数 備 考

陶磁器 485 陶器、磁器

陶製品 8 碍子

土製品 2 

ガラス製品 328 ビール瓶、ー升瓶

鉄製品 61 釘、鑓

銅製品 12 古銭、キセル

木製品 2 

石製品 硯

動物依存体 4 鹿骨

メ@i 計 903 

表1 出土遺物一覧

銭 貨 名 鋳造期間 時 代 グリッド 備 考

寛永通宝 1636......1869 江 戸 Hll 銅銭、錆化

桐一銭青銅貨 大5......昭13 大正~昭和 H 1 1 大正9年

表2 出土銭貨一覧

n
u
 



3 4 

6 
7 8 

5 

9 10 

1 1 

15 

12 

13 
16 

写真1 陶磁器類(碗・蓋・皿); 1/2 
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13 

写真2 悶磁器類(皿・徳利・摺鉢); 1/2 
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1 1 12 

写真3 陶磁器類(聾(1/3)・鉄製品(1/2)・銅製品(1/2)) 
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III. まとめ

今回の調査は、昨年度に引き続き国泰寺境内の範囲確認及び遺構確認を主目的として実施したが、

国泰寺創建に関わる遺構は確認されなかった。調査期間及び境内地に存在する種々の樹木や沢水の

流出等により満足の行く調査とはならなかったが、昨年度の溝状遺構の延長部分と土留め板の検出

により、明治期とみられる境内地の範囲を推定する資料が断片的ではあるが整ってきた。

図4で示したようにHl1・ Gl1グリッドで確認された溝状遺構及び、土留め板については、北大附

属図書館蔵の「国泰寺境内Jの写真(史跡国泰寺跡E参照)の手前に写っている橋の下部にあたる

部分とみられる。これは前述の写真と図7に示した「現今境内略図J (厚岸町郷土館蔵)を比較し

た結果、本堂入口の延長上に側溝を渡る橋が認められることと、昨年度の溝状遺構及び今年度の溝

の延長線上の各卜レンチで土留め板が検出されなかったことから推測されるものである。また、溝

状遺構の 370佃北西側に集石があり、境内を区切る側溝の側面にも幅約90cmで水が流出している箇

所が見受けられた。この集石と流水箇所を結ぶラインが明治44年に実測された土地連絡図(W史跡

国泰寺跡II~ 図 7) に示されている 4 間道路の北西側に相当することからバラサン岬に通じる道路

の存在も予測させるものである。

また、今回は現地表面から約1m下位に当時の地表面が存在することが確認されたが、昭和59年

度の調査で検出された集石や礎石が現地表面より約50佃下部であったことから、境内地に高低差が

認められた。今後さらに、境内地と溝との関係を追求していくことで、松浦武四郎の『三航蝦夷日

誌』にある「景運山国泰寺運上屋の上なる山ニ建てたり。 Jとの記述についても検討していかな

ければならない。

陶磁器類等の遺物についても、今まで出土した遺物との接合等を含め国泰寺全体及び会所等との

関連を考慮しながら、産地同定や鑑定を進めていくことで、幕末から明治期の生活の様子を解明し

ていきたい。

『日鑑記』を初め国泰寺に関する史料は決して少なくはない。しかし、明治維新により官寺とし

ての役割を終えた後、激変する時代を乗り越えてきたことにより、明治以降の資料は数少ないもの

となっている。

この発掘調査によって、それらの資料が充実

していくことで、歴史公園としての整備が進め

られ、文献と出土資料との検討によって国泰寺

の歴史的役割の理解がさらに深められるものと

言える。

景英之寺神泰郡岸厚園E路剣|

図6 釧路国厚岸泰禅寺の真景

一14-



図7 現今境内略図
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写真4 調査前状況(北東側より、手前が昨年度調査区)

写真5 調査前状況(南西側より、仏牙舎利塔裏側部分)
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写真6 卜レンチ掘削状況(北西側より)

写真7 土層断面実測状況(グリッド)
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写真8 調査風景

写真9 調査状況(遺溝検出状況)
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写真10 溝状遺構及び土留め板検出状況(北西側より)

写真11 調査状況(遺構検出状況)
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写真12 完掘状況(南西側より)

写真13 完掘状況(北東側より)
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